
宮崎ワンヘルス研究会 (MOH研）
   第７回 多職種連携セミナー

【講演】

「ワンヘルスとしての感染症
〜COVID-19、SFTSなど人獣共通感染症を中心に〜」

【パネルディスカッション】
「感染症と私たちの暮らし

                 〜保健行政・公衆衛生の対話 」

西條 政幸 先生

札幌市保健福社局 医務・保健衛生担当局長

主催：宮崎ワンヘルス研究会(MOH研)

共催：宮崎大学 医学部 医学科 内科学講座

呼吸器・膠原病・感染症・脳神経内科学分野

座長：川口 剛 先生
(宮崎大学医学部)

西條政幸先生のご経歴とご活動

・感染症を専門とする医師・研究者。
・旭川医科大学卒業後、小児科医として地域医療に従事されました。

・アフリカ・ザンビアにおいて小児医療および研究活動を行い、
国際的な感染症対策の現場を経験されました。

・国立感染症研究所で長年ウイルス感染症の研究・対策に従事され、
    エボラ出血熱、SFTSなど国際的に感染症対策を支えてこられました。
・近年は札幌市の保健行政に携わり、新型コロナウイルスを含む

感染症から市民の健康を守る活動に尽力されています。

お問い合わせ先：ayaman@pref-hp.miyazaki.miyazaki.jp (MOH研:山中）

西條 政幸 先生

椎葉 茂樹 先生

その他

(宮崎県衛生技監兼高鍋保健所長)

パネリスト

開催日時 2026年2月10(火) 19:00-21:00

＜会場＞ 宮崎県立宮崎病院  1階講堂

  ＜対象＞ 医療関係者、獣医療関係者、行政関係者


